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荏原共済　第22 回運営委員会総会が開かれる

自立運営を選択し　

　　　　　健康記念金制度を導入
　

　去る２月27日(金)午後、荏原グループ生活共済会（以下、荏原共済）の運

営委員会総会が本社体育館の小ホールで開催されました。今回の総会は第22

回を数え、召集代議員21名のうち18名の出席の中で行なわれました。　

　

　総会は定刻より若干遅れて、早川副運営委員長の司会で開始しました。開会

の挨拶の後、議長の選出に移りました。議長には荏原合同労組の石渡氏が選出

され、議事を進めました。

　まず最初に加藤運営委員長の挨拶を受けました。加藤運営委員長は挨拶の中

で、今回の議案の中にある労働共済への再共済の解消について触れ、これまで

再共済をしてきた意義は評価しつつ、この総会で荏原共済が独り立ちしてゆく

ことへの意味などが述べられました。

その後、中鉢事務局長から以下の議案が順次提案されました。

1. 2008年度活動報告

2. 2008年度収支決算報告および会計監査報告

3. 第22期の活動方針について

4. 荏原グループ労連への寄付について

5. 2008年度剰余金処分(案)および2009年度事業予算(案)

　以上の議案について提案を受け、代議員により審議を行ないましたが、大

きな反対意見はなく、全ての議案が拍手で可決されました。

　その後、役員推薦委員会の責任者となった中山ハマダ労組団体代表者より、

新年度の役員体制（案）が紹介され、拍手で承認されました。下記に紹介す

る方々が荏原共済の新役員となりました。

　再度、運営委員長となった加藤氏から新任の挨拶として、「誰からもよく見

える共済制度」と「将来により良い

共済制度を残してゆきたい」ことが

話されました。

　以上の議事を終了し、午後４時過

ぎに総会は閉会しました。

　会員の皆さん、これから荏原共済

の新年度の活動がスタートしてゆき

ます。荏原グループ関連会社の事業・

経営環境は厳しいものがありますが、

荏原共済がそこで働く組合員・従業

員の生活に関わる安心を確保する制

度として、今年も前進してゆきたい

と考えております。

　皆さんのご支援をよろしくお願い

致します。

　　2009年度　役員体制（2月～）

役職 氏名 団体

運営委員長 加藤　勝稔 荏原金属

副運営委員長 佐藤　純一 荏原合同労組

榎本　充伸 荏原ハマダ

桜田　芳之 荏原ﾃｸﾉｻｰﾌﾞ

佐野　宏道 荏原ﾊｲﾄﾞﾛﾃｯｸ

早川　尚志 荏原ﾌｨｰﾙﾄﾞﾃｯｸ

事務局長 水村　明 荏原合同労組

会計監査 横井　秀典 荏原金属

鏡山　隆之 荏原合同労組

団体代表者 内山　喜公 荏原合同労組

寺田　直道 荏原金属

中山　淳 荏原ハマダ

森川　祥行 荏原ﾃｸﾉｻｰﾌﾞ

鈴木　旭 荏原ﾊｲﾄﾞﾛﾃｯｸ

市川　貴之 荏原ﾌｨｰﾙﾄﾞﾃｯｸ

中城　宣之 荏原九州

仙田　卓寛 荏原冷熱ｼｽﾃﾑ

北村　和郁 荏原電産
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健康記念金制度の実施
　総会での剰余金処分の決議を受け、荏原グループ生活共済会では、

個人共済に加入している従業員を対象に、前年 1 年間（2 0 0 8 年）給

付を受けなかった方へ 1 年間の健康を祝って「健康記念金」を還元

いたします。昨年までは、商品券・図書券で還元していましたが、本

年より現金で還元することになりました。

１． 還元時期

　　本年３月給与にて還元いたします。

２． 還元金額

　　個人共済年間掛金額に一定の還元率を掛けた金額となります。

　　今年度は掛金総額の 2 5 ％程度になります。

　　なお、例年皆さんのもとに３月末にお届けしている「荏原共済

　　証書」で具体的な払い戻しの金額をお知らせいたします。

この件のお問合せ先

事務局　鎌田ＴＥＬ：03-3743-6093

E-mail：kamata.shizuko@ebara.com

労働共済への再共済解消
 これまで荏原共済は自主共済制度ではありましたが、リスク回避の

視点から外部の労働共済に再共済を掛けてきました。内訳は、個人

共済のＡ型（本人死亡）と組織共済の「入院・通院見舞金」の一部

です。この再共済は荏原共済の発足当時から進めてきた施策ですが、

荏原共済 2 0 年の積み重ねの中で内部的な蓄えも出来るようになって

きました。その実績を踏まえ、今回の総会で労働共済への再共済の

解消を決定しました。今後は次の事をバランスを考えながら順次強

めていく必要があります。

　① いざという時の給付に対応できる自己資金力の増強

　② 事業年度で剰余金が生れた場合の加入者への還元

この方針の具体化は、都度の団体代表者会議や運営委員会総会で行

いますので、今後の内容に御注目下さい。

★銀婚・水晶婚の申請お忘れなく★

銀婚・水晶婚ともにお祝い金1 万円の給付があります。

今年（2009 年）の水晶婚（結婚15 周年）は1994 年（平

成6 年）に結婚した方です。

また、銀婚（結婚25 周年）は1984 年（昭和59 年）に結

婚した方です。
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今年度の運営の特徴

役　員　会　◇活動計画の確認・運動方針の具体化

☆新入社員へ加入案内・昇格者への継続の案内

５月 中旬　「共済ニュース」発行（ポスター用写真の募集）

６月 定年者へ加入のご案内

団体代表者会議　◇後半の活動計画　他

下旬　「共済ニュース」発行

８月 加盟団体の組織人員の確認

役　員　会 ◇各加盟団体の役員体制の確認、他

中旬　「共済ニュース」発行

荏原共済学習会

個人共済拡大月間（10月19日～）

11月 中旬　「共済ニュース」発行

12月 団体代表者会議

第23期スタート

上旬　「共済ニュース」発行

役　員　会 ◇総会準備

第23回運営委員会総会

中旬　「共済ニュース」発行

　【健康記念金支給】
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